
修 正 の 概 要 

令和５年１１月 柳井市地域防災計画 

 

１ 避難所における食物アレルギーへの配慮（風水害等対策編P158、P159及び震災対策編

P160、P161） 

（１） 見直しの背景 

 防災基本計画（中央防災会議）において「避難所における食物アレルギーへの配慮」に係る

規定が追加されたことを踏まえ、所要の規定を加える。 

 <経緯> 

 ○ 2011 年の東日本大震災では、避難所にアレルギー対応食の備蓄がなく、炊き出しなども原材

料が分からず、多くのアレルギー患者が苦慮。 

 ○ アレルギー疾患対策の推進に係る基本的な指針（平成 29 年厚生労働省告示第７６号）の一

部改正（令和 4年 3月 14 日施行） 

 ○ 防災基本計画の修正（令和 4年 6月） 

（２） 修正の概要 

○ 備蓄・供給計画等において確保する食料に、「食物アレルギー対応食品」追加 

○ 避難所において、食物アレルギーを有する者のニーズの把握やアセスメントの実施、食物ア

レルギーに配慮した食料の確保等に努める旨追加 

【裏面に参考資料】 

 

２ 想定最大規模の台風にかかる高潮浸水想定区域の更新に伴う修正（風水害等対策編

P15、P25） 

・想定台風を、山口県を通過したものから我が国における既往最大規模の台風とした。 

・本市において水防法に基づいた高潮ハザードマップを作成、配布し周知する旨を追記。 

 

３ その他の修正 

・緊急輸送ネットワークの整備について記載し、内容の適正化を図る（風水害等対策編P51、P130

及び震災対策編P54、Ｐ132） 

・その他時点修正（風水害等対策編及び震災対策編の各所） 

地方自治体は、食物アレルギーに対応した食品等を適切なタイミングで必要なものへ届けられる

よう、防災担当部署等の被災者支援に関わる部署とアレルギー疾患対策に関わる部署等が連携

し、可能な場合には関係団体や専門的な知識を有する関係職種の協力を得て、避難所における食

物アレルギーを有する者のニーズの把握やアセスメントの実施、国及び関係団体からの食糧支援

も活用した食物アレルギーに配慮した食品の確保等に努める。 

被災地方公共団体は、避難所における食物アレルギーを有する者のニーズの把握やアセスメント

の実施、食物アレルギーに配慮した食料の確保等に努めるものとする。 



 

 


